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（2）「】他の被害   

護岸相互の目地は，傾斜の大きい箇所及びコーナー部  

で延長方向に開L］状態となり，横断方向では日通いが発  

牛した，開口巾は最大で約30cmであった．  

（3）消波ブロック（テトラポット及び六脚ブロック）の  

沈下およびすべり   

消波ブロックは護岸南側前面に設置されていたが全延  

長にわたって沈‾F及び沖側へのすべりが発生した．沈F  

呈は平均1m程度であった．  
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3．復旧方法の設計および施工概要   

（1）護岸沈下および傾斜に対して   

沈ドおよび傾斜簡所における傾旧方法の選定手順を図－  

2に示す．また，傾斜対策工の例（断面図）を図－3に  

ホす．  

1．はじめに  

平成7年1fl17【l発生した阪神人震災により，神†二i巾  

の港湾施設は多人な被害を受けた．   

本I二幸は神十ill∫良トt順の長田港における災害復旧I二・jf  

である．長‖渥は漁港であり港人り口の巾は60mと狭く．  

港内は漁船．砕イ了運搬のガット船，明石海峡専用の大判  

警戒船等の1■町人りが頻繁にあり．工事Ji用区域の確保は  

容易ではなかった．また，護岸前面には既設護岸の捨て  

了iがあり、地盤改良の障害になることが吾思された．   

本報では‥護持復旧I＿二事の概要と代表1柁である地盤  

改良Ⅰ二について述べる．図－1に長川港の、打田図を示す．  

被災應樟の安定検討  H上げコンクリートの施t  

■機能回は緩Ⅵ蘭Irli付＝二げコンクリーート含む）  

・，i笠，汁水、l㌔一班紺．1うで検．汁（＝．甘証条件）  

・転倒一沼動・支持  

fklL】1二法の倹．汀  

・断Irli拡帖の検．汁㍍填一汁水、仁丹狛〕．2で検．i・り  

】二法比較   

l馴、J⊥けコンクリート才ト音1   

捨てハマウンドの臓腑  

戯言隻堤体の轍よ子糾【l  

2．長田港の被害状況  

護岸の被災状況は大きく分けるとF記の封陣類である．  

（1）讃岸の沈下及び傾斜   

感けの沈卜は仝延長にわたり発隼し，沈卜星は0～  

80cmであった．また護岸の傾斜は、前「帥二消被ブロック  

の無い筒所で著しく．最大で約28％の傾斜が′仁じた．消  

波ブロックの存／上する筒所では沈卜のみで．矧l】J二事が  

必要なほどの傾斜は′卜じなかった．  

］乍体すべりの検ぶ  断拍i拡帖のみの施卜  

・所定の安全率の確保■l†稚か  

・深屑混合処理（配合・抱囲）  

Ⅰ二法比較   

Cl）M】二は（機械拇什）   

JNIMl二法（機械＋ll舶寸撹什）   

SMMl二法（P朋Ir撹什）  

図－2 復l目方法の選定手順  

け膵＝二の検．i・f  

ー 

図－1 良凹港、n柚図  

★関西（支）東横堀（出）  

図－3 傾斜対策l二断面図  
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（2）目地の被害に対して  

①堤休部補修   

堤体背面に30cmの厚みでコンクリートを打設して開口  

部を閉塞する方法として，既設堤体の伸縮目地と同位置  

に伸縮目地及びゴム止水板を設置した．  

②基礎ケーソン部吸い出し防止工   

ケーソン背面の土砂吸い出し防止のために布製袋型枠  

をケーソン目地間に挿入しセメントミルクを注人した．袋  

型枠背面にはモルタルまたはコンクリートを打讃した．  

（3）消波ブロックの沈下及びすべりに対して   

被害を受けた消波ブロック箇所は新規にブロックを製  

作して既設ブロックの上に乱積みで積み増した．  

図－4 CDM船配置図   

MM）を採用した．造成改良体の直径はSMMは900mm，  

JMMは1300mmで計画・施工した．プラント設備は陸  

上部に配置し，海上部は200t台船（巾8mX長さ20m）  

にボー リングマシン，注入設備，発電機，操船用ウイン  

チ，スパッド（350H鋼，L＝15m）を搭載・犠装して施工  

した．   

施工時間は工期の制約のため，24時間施工とした．   

水質汚濁は施工機械を小型化したことで発生しなかった．  

4．地盤改良工の問題点  

地盤改良工は当初設計では大型地盤改良専用船（巾15  

mX長さ35m）でCDM工法により施工することとなっ  

ていたが，地盤改良の護岸側端部位置が園－3に示され  

るように既設捨て石マウンドの直下となること，及び音  

響探査結果より，地盤改良範囲内に法尻の捨て石が存在  

し改良施工時の障害になることが予想された．また実際  

にCDM船を配置した計画図（図一4参照）より－一一般船  

舶の航行も困難となる状況が予想された．また漁港内で  

あることより水質汚濁の恐れもあった．  

6．あとがき  

震災直後のため，十分に施工方法等検討されずに発注  

されたが台風襲来時期には復旧完了の必要があったため，  

設計担当者，現場担当者とも非常な苦労を強いられたが，  

工事関係者各位の努力により，海上の主要工種に付いて  

は平成7年6月より9月中旬までの3ヶ月半という短期  

間で無事施工完了することが出来た．工事関係者各位に  

は深く感謝の意を表する次第であります．  

5．問題点の対応策  

表－1に示す工法比較の結果，CDM船に比較して狭  

い占用面積で施工可能なミニマックス工法（SMM＋J  

表－1 ミニマックス上法及びCDM工法比較  

項‖  航路確保   捨イiへの対処   施王二精度   改良強度   施l二速度   施t二費   総合  
1二法  ．評価   

ミニマックス  ・200tクラスのスパッ  ・部分的にSMMl二法  ・わ船J二で機械を移動  一所定強度確保可能。  ・セット数を増やす事  ・捨イi屑厚2mの場合  

（SMM＋JMMl  ド石船を使用すれば  り0・9m）を使用すれ  する軒二より精度確  ‘英際の強度は．配合  で対応■け能美際の施  20，000／mう  

南北方向のアンカー  試験紙架による。  l二‖数 24【l   ・捨イi層厚1mの場合  

のみで施1二可能．  17，000／mう  
・良‖港人り＝はガッ  ・捨イi層厚0．5mの場合  
ト船人山溶暗は退避  16，0（粕／m二う   
が必要。  

・航路確保‖J能帖50m   
み）   

評価   △   △   ○   ○   ○   △   （⊃   

ミニマリクス  
（JMMのみ）  ・tli】仁   

・撹揮翠有り  
・CDMと同様  ・同仁   ▼‖仁   ・窯際の施†二‖数211】  ・12，000／正1  

評価   △   ×   ○   （⊃   ○   ⊂）   ×   

Cl〕M   ・スハリド日航であっ  ・捨てハを残したまま  ・スハリド汽船綾川の  ・所定強度確保IIJ能。  ・スバッド否舶の域  ・スバッドわ船1性  

ても椎動時には航路  では施Ⅰ二本■】J能。  場合スバッド肴底時  冥際の強度は配合試  合．打甜祁到来定に  ＋アンカーわ舶1隻  

横断のアンカーが必 の  アンカー式より時間  の場合  
軋人山港舶舶あ  
る帖は便船イく叫能【   がかかる。   川，（旧0／m1  

・良川港人＝はガット  施l二‖†経であるが．  ら精度確保は問題な  業際の施l二l】数341】  ▼スハリド汽船2隻の  

船人出港時は退避が  場合  
必要。  すると困難である．   1：う，〔柵〕／m■；   
・航路確保可能帖30m   

．評価   ×   ×   ○   （⊃   ○   ⊂）   ×   
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